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抄録：「総合的な学習の時間の指導法」は、教育学部 3 年生を対象に本年度開講した必修科目である。この授業は、
総合的な学習の時間の意義や目標、探究課題などについて学ばせたり、具体的な実践にふれたりすることなどを通し
て、その指導法を考えさせることがねらいである。本稿では、受講生自身の総合的な学習の時間の体験をもとにした
初等教育（小学校）指導法の例を紹介する。指導法のポイントを学ばせると共に、受講生の体験（総合的な学習の時
間の授業）を教材化することで、よりよい「総合的な学習の時間」の授業づくりを具体的にイメージしたり、探究的
な学びについて考えたりすることができた。ただ、体験の教材化には時間的な余裕も必要であることがわかった。授
業の概要については、谷尻ら（2021）「教職新科目『総合的な学習の時間の指導法』の実践（1）―授業内容と学生の
アンケートから―」を参照のこと。
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―受講者の体験をもとにした教材化を通して―
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1.  本研究の課題設定

田村（2017）は、総合的な学習の時間（以下、総合
と略す）を「進化し、教育課程の中核を担う学習活動」
としている。総合は、1998 年創設以来、様々な改訂を
経て実践されてきた。2000 年前後に生まれた本科目の
受講生も、自身の小・中学校時代に、「教育課程の中核
を担う総合」を体験してきているはずである。ただ、
個々の学習体験には、濃淡があるだろうことはおおよ
そ想像もつき、それが本研究の根底にある。そこで、
本授業を実践するにあたり、受講生自身の総合の学習
体験が、どの程度のものであるかを事前につかんでお
くことが、授業展開上非常に重要であると考え、事前
調査を行うことにした。そこで以下のようなアンケー
トを実施した。

小学校・中学校の「総合的な学習の時間」で、 
どんな学習を体験したかを具体的にまとめなさい。

アンケート結果は、オンラインを通じての回収と
なったが、本授業に登録している 170 名全員から回答

があった。アンケートには、体験した総合の学習内容
の詳細を紹介する者や校種や学年を超えて複数の学習
活動を覚えている者等、受講生の詳しい総合の体験を
把握することができた。以下は彼らが体験した総合の
一部である。（図 1；主な探究活動は、受講生が記載し
た内容の要点のみをまとめている。）

学生 校種・学年 主な探究活動

Ａ 中
・「近所の人たちの暮らしぶりを探る」というテーマが説明され、学校の近く
をフィールドワーク。僕たちは中学校付近のお店を調査することにしました。

Ｂ 中2
・戦争『この世界の片隅に』を題材にした授業。場面ごとにしっかりと考えを
持ち観ることができ深く戦争について考えることができた。

Ｃ ①小3
②小5

①地元の特産品である自転車について調べ、グループごとにその成果を大きな
模造紙にまとめた。
②体育大会で着る絞り染めTシャツの作成。伝統的な染め物の制作工程体験
し、伝統文化を学んだ。

Ｄ 小
・小1,2「自然の物を使って工作をする授業」 ・小3,4年生「地域探検」
・小5,6「課題設定」

Ｅ 中2
・老人ホームで出し物を披露するという活動。マジックや漫才、バルーンアー
トや合唱などグループ別で色々な内容の出し物を考えた。私は吹奏楽部だった
ので演奏した。

Ｆ 小
・「きれいな町づくり」というテーマでのごみ拾い活動。地域の色んな公園や
道路や神社周辺などでひたすらゴミを拾いをした。

図 1　小・中学校時代に印象に残る総合①
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※図 1 の見方
例えば受講生 A は、中学校で体験した総合が印象に

残っている。その学習は「近所の人たちの暮らしぶり
を探る」というテーマで行われ、中学校周辺のフィー
ルドワークがメイン活動であった。A のグループは学
校近くの商店の調査を行った。

この調査結果をもとに、彼らが印象に残る総合が、
どのようなカテゴリーの探究課題を扱ったものであっ
たかも考えてみた。カテゴリーの参考にしたのは学習
指導要領（平成 29 年告示）解説「総合的な学習の時間
編」（小学校 P77，中学校 P73 ～ 74）である。個々の
聴き取りをせず、書かれた文章だけで筆者が探究課題
を予想、分類したものであるので、正確さには欠ける
かも知れないが、彼らが印象に残った総合のある程度
の傾向は見えてくる。前出の学生 A ～ F が体験した総
合を探究課題のカテゴリー別で分類すると以下のよう
になる。（図 2）

※図 2 の見方
受講生 A が体験した総合で扱ったのは「地域や学校

の特色に応じた課題」であり、その中でも“町づくり”
や“地域経済”に関する課題だったのではないかと想
像することができる。

このようにして、170 名が体験した総合を探究課題
のカテゴリー別にまとめたものが以下のグラフであ
る。（図 3；複数の体験を挙げている受講生もいるため
総数は 170 より多くなっている。）

グラフをみると、町づくり（32 名）や伝統文化（20
名）等、「地域や学校の特色に応じた課題」を扱った総
合のインパクトが非常に強いことがわかる。地域教材

（地域の「人・もの・こと」）を扱った授業を彼らの多
くが体験している。このことから、本科目でも 2 時間
目に予定していた「指導計画」で、自身の住む地域を
意識した年間指導計画づくりにチャレンジさせるよう
にした。一方、小・中学校時代の総合を「経験なし」

「記憶なし」と答えた者が 16 名いる。つまり、全体の

10％弱の受講生は、総合を体験した記憶がないという
ことになる。彼らが小学校に在籍していた頃は、まだ、
3 時間／週（現状より 1 時間／週　多い）の総合を実施
していたはずなので、10 年前のこととは言え「経験な
し」や「記憶なし」という回答は、本来考えられない。
事実、調査結果では、彼らの体験した総合は、「他教科
の補習」であったり、「学校行事の準備」であったり、

「ホームルームや席替え」であったようだ。だとすれば、
大学で総合の理論、あるいは、具体的な総合の実践方
法を学ばなければ、将来、現場に出たとき、自身が体
験した「総合でない総合」を実践することになりかね
ない。このような受講生の実態から鑑みても、大学に
おける総合指導法の授業は、必要不可欠であると言え
る。以下は、総合（あるいは「探究的な学習」）未体験・
記憶なしと回答した受講生の意見の一部である。（図 4）

前出の 2 つのパラグラフにまとめた問題意識（背景）
や上記の実態を受け、初等教育（小学校）段階の総合
指導法では、学習体験が乏しいと言う受講生にも理解
できるようなカリキュラムを組み、授業を行うことに
した。その授業内容を紹介するとともに、その効果を
振り返ることを本論文の目的とする。1
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Ｇ

・⾧期的で探究的な学習を経験したという記憶は残念ながら私にはほとんどな
い。総合的な学習の時間といえば、他の教科に置き換わってしまったり、こま
ごまとした雑務をこなしたりする時間というイメージがとても強い。また、何
か学習を行ったとしても交通安全指導や麻薬防止講話など単発的なものばかり
で、⾧期的で探究的な学習を行っていたことはほとんどなかった。

Ｈ

・これといって探求学習の時間はなかった。職場体験や修学旅行の事前事後指
導はあったが、それぐらいで、それ以外の時間は、基本的に遅れている他教科
の補講の時間。または席替えの時間だったり、運動会が近ければその練習、文
化祭が近ければその準備の時間、学校で問題があった際に集会といった感じ
だった。

Ｉ

・正直に述べると、総合的な学習の時間のことはほとんど覚えていない。加え
て、足りなくなっている教科の授業や席替えの時間、ホームルームの時間など
本来の役割を果たしてないことが多かった。結果、「総合」では印象に残る授
業はなかったということだ。

Ｊ
・「総合的な学習の時間」は主に授業の補足であったり、行事の係を決めたり
する時間に変わってしまい、一年を通して探究的な学習活動に取り組むといっ
たものではなかったと記憶している。

学生 校種・学年 主な探究活動

Ａ 中 地域・学校 町づくり
・「近所の人たちの暮らしぶりを探る」というテーマが説明され、学校の近く
をフィールドワーク。僕たちは中学校付近のお店を調査することにしました。

Ｂ 中2
横断的・総合
的

その他
(平和学習)

・戦争『この世界の片隅に』を題材にした授業。場面ごとにしっかりと考えを
持ち観ることができ深く戦争について考えることができた。

Ｃ
①小3
②小5

地域・学校 町づくり

①地元の特産品である自転車について調べ、グループごとにその成果を大きな
模造紙にまとめた。
②体育大会で着る絞り染めTシャツの作成。伝統的な染め物の制作工程体験
し、伝統文化を学んだ。

Ｄ 小 地域・学校(小3,4) 町づくり
・小1,2「自然の物を使って工作をする授業」 ・小3,4年生「地域探検」
・小5,6「課題設定」

Ｅ 中2 横断的・総合的 福祉
・老人ホームで出し物を披露するという活動。マジックや漫才、バルーンアー
トや合唱などグループ別で色々な内容の出し物を考えた。私は吹奏楽部だった
ので演奏した。

Ｆ 小
横断的・総合
的

環境
・「きれいな町づくり」というテーマでのごみ拾い活動。地域の色んな公園や
道路や神社周辺などでひたすらゴミを拾いをした。

探究課題

図 2　小・中学校時代に印象に残る総合②
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・⾧期的で探究的な学習を経験したという記憶は残念ながら私にはほとんどな
い。総合的な学習の時間といえば、他の教科に置き換わってしまったり、こま
ごまとした雑務をこなしたりする時間というイメージがとても強い。また、何
か学習を行ったとしても交通安全指導や麻薬防止講話など単発的なものばかり
で、⾧期的で探究的な学習を行っていたことはほとんどなかった。

Ｈ

・これといって探求学習の時間はなかった。職場体験や修学旅行の事前事後指
導はあったが、それぐらいで、それ以外の時間は、基本的に遅れている他教科
の補講の時間。または席替えの時間だったり、運動会が近ければその練習、文
化祭が近ければその準備の時間、学校で問題があった際に集会といった感じ
だった。

Ｉ

・正直に述べると、総合的な学習の時間のことはほとんど覚えていない。加え
て、足りなくなっている教科の授業や席替えの時間、ホームルームの時間など
本来の役割を果たしてないことが多かった。結果、「総合」では印象に残る授
業はなかったということだ。

Ｊ
・「総合的な学習の時間」は主に授業の補足であったり、行事の係を決めたり
する時間に変わってしまい、一年を通して探究的な学習活動に取り組むといっ
たものではなかったと記憶している。

学生 校種・学年 主な探究活動

Ａ 中 地域・学校 町づくり
・「近所の人たちの暮らしぶりを探る」というテーマが説明され、学校の近く
をフィールドワーク。僕たちは中学校付近のお店を調査することにしました。

Ｂ 中2
横断的・総合
的

その他
(平和学習)

・戦争『この世界の片隅に』を題材にした授業。場面ごとにしっかりと考えを
持ち観ることができ深く戦争について考えることができた。

Ｃ
①小3
②小5

地域・学校 町づくり

①地元の特産品である自転車について調べ、グループごとにその成果を大きな
模造紙にまとめた。
②体育大会で着る絞り染めTシャツの作成。伝統的な染め物の制作工程体験
し、伝統文化を学んだ。

Ｄ 小 地域・学校(小3,4) 町づくり
・小1,2「自然の物を使って工作をする授業」 ・小3,4年生「地域探検」
・小5,6「課題設定」

Ｅ 中2 横断的・総合的 福祉
・老人ホームで出し物を披露するという活動。マジックや漫才、バルーンアー
トや合唱などグループ別で色々な内容の出し物を考えた。私は吹奏楽部だった
ので演奏した。

Ｆ 小
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図 4　「総合でない総合」体験者
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図 3　小・中学校時代に印象に残る総合③
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2.  開発した授業内容

本授業（教職課程新科目「総合的な学習の時間の指
導法」）全体の内容及びその振り返りについては、谷尻
ら（2021）がその成果と課題を詳しくまとめている。
本章では、その中で実践された初等教育（小学校）段
階の指導法に焦点をあて、その授業構成や授業内容を
紹介する。

【初等教育（小学校）段階　指導法　構成・内容】
（1 時間目）入門編：総合ってどんな学習？
◦総合創設の経緯★
◦小中学校時代に体験した総合（グループワーク）★
◦教科学習との違い（グループワーク）★

（2 時間目）指導計画：年間指導計画を作成しよう！
◦探究的な学習の過程
◦小学校で扱う学習課題（グループワーク）
◦年間指導計画作成★

（3 時間目）言語能力育成の視点：新聞記事を教材に
しよう！
◦探究的な学習の過程で必要な言語活動
◦新聞記事を活用した総合実践例
◦新聞記事の教材化（グループワーク）★
※★印については後出 2. 1.～2. 3 で詳しく紹介する。

総合の学習スタイルである探究的な学習の過程（課
題設定→情報収集→整理・分析→まとめ・表現）を学
ぶことを中心に、実際に受講生自身で年間指導計画を
つくったり、新聞記事を活用した総合の授業を体験し
たりと、総合の体験が乏しい受講生でも、理論と実践
の両方向から総合学習について学べるよう配慮した。

2. 1.  初等教育 1 時間目；入門編
入門編では、まず、総合創設の経緯（総合が必要と

された理由等）を学ばせた。（図 5）

中央教育審議会第 1 次答申（平成 8 年 7 月 19 日）で
の提言「一定のまとまった時間を設けて横断的・総合
的な指導を行うこと」、また、これを受けての教育課程
審議会答申（平成 10 年 7 月 29 日）「総合的な学習の時

間」の創設の提言等々を挙げ、当時の教育の流れを順
追って学習させた。

その後 16 グループ（1 グループ 6 名程度）の分かれ、
自身が体験した総合の授業（1. で挙げた内容）を交流、
それぞれの体験の違いについて話し合わせた。話し合
いの観点はとくに指示しなかったが、
「どの体験がグループ NO1 だと思うか？」

という問いかけに、次のような視点がグループ内で話
題となっていた。

◦探究的な学習の過程があったか？
◦体験的な活動になっていたか？
◦協働的な活動になっていたか？
◦地域のことを取り上げていたか？
◦�（授業を受けている自分たちが）楽しいと感じて

いたか？
交流後の全体発表では、「地域性」や「学校の特色」

を生かした体験活動例、学校独自のネーミングや教科
横断のカリキュラムの紹介など、興味深い体験が多く
出された。また、授業後半では、総合と教科学習との
違いについてもグループで話し合わせた。ここでは、
図のような表を使い、教科学習の違いを具体的に挙げ
させ、その違いによって起こるメリットとデメリット
についても考えさせた。（図 6）

この話し合いで出された意見を要約すると、だいた
い以下のようになった。
①「総合」と教科学習の違い
◦教科書がない。具体的な学習内容が決まっていない。
◦�教える内容が学校（学級）によって違う。学校（学

級）独自で学習内容を決めることができる。
◦�体験学習が多い。学校外に出て学習を進めることが

多い。
◦地域の特色や学校の特色を生かした授業である。
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図 5　総合 創設の経緯と変遷

図 6　グループで話し合った「教科学習との違い」
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◦生活に身近な題材を扱うことが多い。
◦他教科と連携した学習、教科横断的実践になる。
◦�子どもの思いや願いから学習を始めることができ

る。
◦�答えがない。（答えが 1 つではない。）よりよい答え

を協同しながら探す学習。
◦発表すること（得た情報を発信すること）が多い。
◦ �1 つの単元に長時間かけられる。時間に縛られず十

分な学習時間がとれる。
◦�評価テストをしない。評価が記述式である。
②長所となり得ること
◦子ども主体の学習（活動）できる。
◦�学校（学級）独自の学びができる。子どもの実態に

合わせた授業づくりができる。
◦�型にはまらない。同じ学習課題を扱っても、子ども

や学校（地域）の実態により、まったく違う学習展
開になる。

◦�時間をかけた学習ができる。（1 年間＆ 4 年間）
◦�子どもたちにつけたい資質・能力の「思考力，判断

力，表現力」アップにつながる学習になる。
◦日常生活で必要な能力が育まれる。
◦コミュニケーション能力の向上につながる。
◦先生が自由に授業できる。
◦�地域ごとに特色のあるカリキュラムが組める。地域

を愛する心が育つ。
◦�子どもが楽しいと感じる学習である。子どもたちの

心に残る学習になる。
③短所となり得ること
◦�教師の力量が試される。教師の技量によってばらつ

きや差ができる。難しい。
◦�（教科書がないから）何をすればいいかわからない。
◦�学校や学級によって取り組み方に大きく差が出る。

個人やグループで差が出やすい。
◦�学習計画をしっかりたてないと学びが浅くなる。体

験だけで終わることもある。
◦�楽しいだけで終わり、何を学んだか分かりにくいこ

とになる。
◦�学習した効果が見えづらい。評価が難しい。
◦�時間とお金がかかる。
◦�他の教科の時間になってしまうこともある。

この話し合いでは、将来、受講者自身がクラス担任
として総合の実践するときのために、どのようなこと
を学んでおく必要があるか、また、どのようなことを
準備しておく必要があるか等も出され、非常に有意義
であったと思う。次年度以降の講義でも、ぜひこの話
し合い活動（教科学習との違い）は入れていきたいと
考えている。

2.  2.  初等教育 2 時間目；指導計画
2 時間目は、総合で取り上げる学習課題、また、年

間指導計画の立案の仕方等を学習指導要領の例示をも
とに学ばせた。さらに、以下のような条件をつけて実
際に受講者にも年間指導計画を考えさせた。
①小学校 4 年生の年間指導計画案
◦�小学校に赴任して初めて担任した 4 年生で実践する

総合の学習である。
◦�学期ごとの学習活動を考える。
◦�年間の活動時間を 70 時間とし、学期ごとの実施時間

数も考える。
②学習課題
◦�地域や学校の特色に応じた課題（防災）とする。
◦�単元名「南海トラフ地震にそなえて」
� ～今、私たちにできること～　　　
③その他
◦�あなたが卒業した小学校での実践。地域の特性を加

味して考える。
◦�地域にある（いる）「人・もの・こと」をできるだけ

活用すること。

年間指導計画を考えさせるにあたってこれらの条件
をつけたのは、
◦�防災に関連した教育活動は、受講者自身も必ず体験

してきいること
◦�防災の取組は、地域性が大きく反映され、学校のあ

る場所によってさまざまな違った活動が考えられる
こと

などが主な理由である。以下、実際に受講生が作成し
た年間指導計画案の一部を紹介する。（図 7 ～ 11：※
印は主なセールスポイント）

①大阪市天王寺区に住む受講生の年間指導計画案

※最終ゴール「オリジナル防災ガイドブック」づくり
※上町台地（天王寺区）調査

４月 ５月 ６月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月 ３月７・８月 １２月

1．地震について調べよう（20時間）
・地震はなぜ起こるの？
・東日本大震災、阪神淡路大震災について調べよ
う。
・地震の時に起こる他の災害（津波、火災）につい
て調べよう。
・上町台地（大阪市天王寺区）は津波に強い⁉上町
台地を調べよう。
・南海トラフはいつ起こる？
・区や町、学校、家庭の防災の取り組みを調べよ
う。（防災ガイドブック等）

2．防災ガイドブックを作ろう（28時間）
・どんなことを書けばいいだろう？
・家庭、学校、地域に、地震が起きた時危険なポイン
トはないかな？
・実際に地震が起きた時、どう行動したらよいだろ
う？
・どこに避難するのかな？
・防災バックをつくろう。
・4年〇組オリジナル防災ガイドブックにまとめよ
う。

3．伝えよう、考えよう（22時間）
・4年〇組オリジナル防災ガイドブックを
みんなに知ってもらおう。
・伝え方を考えよう。
・伝える準備をしよう。
・調べたことをみんなに分かりやすく伝え
よう。
・これからも防災のためにできることは何
だろう？

南海トラフ地震に備えて ～今、私たちにできること～

４月 ５月 ６月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月 ３月

1.調べよう（20時間）
・地震や津波はどうして起こる？
・地震や津波が起こるとどのような被害が出るの
か、過去の事例から振り返ろう。
→動画も上手く活用する。またARを用いて津波の高
さなども体験させる。
・被害を防ぐための事前の準備、そして発生後の避
難行動に分けて「命を守る行動」について調べる。
・地元（和歌山県岩出市）の防災マップや身近な防
災施設の場所、防災活動について調べる。
→昔の岩出市と今の岩出市を比較出来る地図などを
用意して、防災への意識の変化なども感じてもら
う。岩出市はここ数年で多くの施設が建ちなんだの
で地図も大きく変化している。

2.もっと知りたい・試したい（32時間）
・防災マップから避難ルートを考える。
→自分の家から一番近い避難場所はどこか、どのルー
トで歩けば安心か、壊れやすいブロック塀や狭い道は
ルートに含まれていないか、などを実際に歩いて調べ
てみる。
・街の避難所マップを作る。
→防災マップには載っていない、自分が知っている安
全な場所もどんどんと地図に書き込んでオリジナルの
ものを作成する。
→家族や友人、街の人の情報も合わせて目指すは「和
歌山県で一番詳しい防災マップ」

3.伝えよう・広げよう（18時間）
・避難所マップを街の施設に配ろう。
→岩出市内の市役所や根来寺などの人が大
勢来る場所に置いてもらう。
・一年間の活動をまとめて発表しよう。
→ポスターセッションで発表する準備から
班で行い、一つの形として一年間の集大成
を残す。

７・８月 １２月

南海トラフ地震に備えて ～今、私たちにできること～

図 7　年間指導計画案①
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②和歌山県岩出市に住む受講生の年間指導計画案

※最終ゴール「オリジナル防災マップ」づくり
※市役所・根来寺等を活用

③大阪府熊取町に住む受講生の年間指導計画案

※�最終ゴール「1 年生にも使いやすい防災マップ」づ
くり

※熊取町役場や京大原子炉試験所への取材

④和歌山県海南市に住む受講生の年間指導計画案

※最終ゴール「防災新聞」づくり
※海南市の現状・課題調べ

⑤和歌山県有田川町住む受講生の年間指導計画案

※最終ゴール「防災ブック」づくり
※夏休み冬休み前に調べ学習用の課題を用意

提出された年間指導計画案は、受講生の様々な工夫
がみられ、中には、ここで取り上げた 5 名の計画案の
ように現場ですぐに使えそうなものもあった。また、
多くの受講生の考えた計画案は、1 学期「情報収集」、
2 学期「整理・分析」、3 学期「まとめ・表現」と児童
の活動をわかりやすく分類できていたことも素晴らし
かった。とくに 3 学期に「まとめ・表現」として行う
情報発信が、授業参観での発表、集会を利用しての全
校への取組発表、また、地域の人たち向けに発表する
場を設ける等、場の設定もよく考えられているものが
多かった。さらに、発信に使うアイテムとしても、
◦ガイドブック　◦オリジナルマップ　◦防災新聞
◦防災ちらし　◦防災劇　◦防災ビデオ　等々、
多種多様で、受講生自身が実際に体験した発信方法ば
かりでなく、「こういう活動をさせてみたい」と言う思
いが詰まったものが多かった。今回は、授業の終末で
年間指導計画案を作成させた。（オンデマンド授業に
なったグループには課題としての出題）したがって、
この計画案をもとに話し合いの時間は設定できなかっ
たのが残念である。ここに掲載したような計画案を提
示しながら、グループで話し合い活動を持つことがで
きれば、総合の単元の組み立て方や課題追究のための
子どもたちの活動のさせ方など、もっと深い学習がで
きたのではないかと考える。

2.  3.  初等教育 3 時間目；言語能力育成の視点
「言語能力の育成」という視点で総合の授業づくりを

考えるのは受講生にとっては難しい。そこで、3 時間
目に取り上げたのは、小学校で行われている新聞を活
用した実践事例である。前出の受講生へのアンケート
でも、以下のような新聞を使った体験例が挙げられて
いる。
◦�自分たちの住んでいる町を探索し、最終的に町を紹

介する新聞を作成した。
◦�自分の調べる国を決め、調べたことをまとめて壁新

聞を作り、それを見せながら学級で発表した。
◦�浄水場のことに関して学んだ。4 〜 5 名程度でいく

つかの班に分かれ、大きな模造紙に一枚の新聞を作
成した。

◦�沖縄での戦争について調べ、それを大きな壁新聞に
まとめるということを行った。

◦�「シラスの稚魚放流」の学習。学んだことや気付い
たことを班ごとに模造紙にまとめ、教室の掲示板や
廊下に張り出した。

これらはいずれも、探究的な学習の過程の「まとめ・
表現」として扱われたもので、情報発信の一つの方法

４月 ５月 ６月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月 ３月７・８月 １２月

1．地震について調べよう（20時間）
・地震はなぜ起こるの？
・東日本大震災、阪神淡路大震災について調べよ
う。
・地震の時に起こる他の災害（津波、火災）につい
て調べよう。
・上町台地（大阪市天王寺区）は津波に強い⁉上町
台地を調べよう。
・南海トラフはいつ起こる？
・区や町、学校、家庭の防災の取り組みを調べよ
う。（防災ガイドブック等）

2．防災ガイドブックを作ろう（28時間）
・どんなことを書けばいいだろう？
・家庭、学校、地域に、地震が起きた時危険なポイン
トはないかな？
・実際に地震が起きた時、どう行動したらよいだろ
う？
・どこに避難するのかな？
・防災バックをつくろう。
・4年〇組オリジナル防災ガイドブックにまとめよ
う。

3．伝えよう、考えよう（22時間）
・4年〇組オリジナル防災ガイドブックを
みんなに知ってもらおう。
・伝え方を考えよう。
・伝える準備をしよう。
・調べたことをみんなに分かりやすく伝え
よう。
・これからも防災のためにできることは何
だろう？

南海トラフ地震に備えて ～今、私たちにできること～

４月 ５月 ６月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月 ３月

1.調べよう（20時間）
・地震や津波はどうして起こる？
・地震や津波が起こるとどのような被害が出るの
か、過去の事例から振り返ろう。
→動画も上手く活用する。またARを用いて津波の高
さなども体験させる。
・被害を防ぐための事前の準備、そして発生後の避
難行動に分けて「命を守る行動」について調べる。
・地元（和歌山県岩出市）の防災マップや身近な防
災施設の場所、防災活動について調べる。
→昔の岩出市と今の岩出市を比較出来る地図などを
用意して、防災への意識の変化なども感じてもら
う。岩出市はここ数年で多くの施設が建ちなんだの
で地図も大きく変化している。

2.もっと知りたい・試したい（32時間）
・防災マップから避難ルートを考える。
→自分の家から一番近い避難場所はどこか、どのルー
トで歩けば安心か、壊れやすいブロック塀や狭い道は
ルートに含まれていないか、などを実際に歩いて調べ
てみる。
・街の避難所マップを作る。
→防災マップには載っていない、自分が知っている安
全な場所もどんどんと地図に書き込んでオリジナルの
ものを作成する。
→家族や友人、街の人の情報も合わせて目指すは「和
歌山県で一番詳しい防災マップ」

3.伝えよう・広げよう（18時間）
・避難所マップを街の施設に配ろう。
→岩出市内の市役所や根来寺などの人が大
勢来る場所に置いてもらう。
・一年間の活動をまとめて発表しよう。
→ポスターセッションで発表する準備から
班で行い、一つの形として一年間の集大成
を残す。

７・８月 １２月

南海トラフ地震に備えて ～今、私たちにできること～

図 8　年間指導計画案②
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③大阪府熊取町に住む受講生の年間指導計画案 

 

 

 

４月 ５月 ６月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月 ３月７・８月 １２月

1.防災博士になろう！(25時間)
・こんな時、どうする？～もしも地震が起こったら
～
・南海トラフ地震ってどんな地震？
・南海トラフ地震が起こったら、熊取町はどうなる
の？
～熊取町防災マップを読んでみよう～①
・体験しよう
  (1)震度6弱ってどんな揺れ？

(2)液状化現象って何？～ペットボトルの実験装置
を作ろう～②
・原発事故について知ろう

(1)東日本大震災での原子力発電所の事故を知ろう
 (2)京都大学原子炉実験所の方に聞いてみよう

2.熊取町の防災対策は大丈夫？(25時間)
・熊取町の防災対策、本当にこれで安心？～防災マッ
プから気付いたことを話し合おう～
・地図から考えよう

(1)もし津波が来たら(等高線から読み取ろう)～本当
に被害は無いの？～

(2)もし原子炉実験所で事故が起こったら～どこに
避難すれば安心？～
・こんなところに発見！熊取町の防災対策

(1)学校の防災対策を調べよう
(2)熊取町役場の防災対策を調べよう

3.1年生にも使いやすい防災マップ
を作ろう(20時間)
・これまでに学習したことをまとめよう
・どんな情報が必要かな
・どのように書けば1年生がわかりやすい
かな
・たてわりグループで発表しよう
・防災マップを使ってもらおう～熊取町役
場の方や、地域の方に発表しよう～

南海トラフ地震に備えて ～今、私たちにできること～

1.地震とは？南海トラフについて知ろう(全
25時間)
・地震の恐ろしさを知ろう(東日本大震災を取りあげ
ながら)
・南海トラフとはどんな地震なのかを知ろう。
・今、私たちにできることを考えてみよう
・海南市の現状・課題を知ろう
・防災に携わる人の話を聞こう
・自分ができることを振り返り、発表しよう

2.地震発生時、するべきことを考えう。(全27
時間)
・地震が起きた時、自身がいる場所によってどのよう
に行動すべきなのかを考えてみよう(例 学校にいる
とき、家にいるとき、外で遊んでいる時)
・自身がよくいる、よく行く場所で地震が発生した場
合の避難場所、避難経路を知ろう
・学校で行われる防災訓練に向けて、防災バックを作
成してみよう
・学んだこと(避難場所や防災バックの必要性)を家族
の方に伝え。共有しよう

3．防災新聞をつくろう(全18時間)
・今まで学んだことを振り返り、地震への
防災で必要なことは何なのかを考え、まと
めてみよう
・グループごとにそれぞれの学年に向けた
防災新聞をつくってみよう
・活動を振り返り、今後どうすべきかをま
とめよう

南海トラフ地震に備えて ～今、私たちにできること～

４月 ５月 ６月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月 ３月７・８月 １２月

1.地震について知ろう（20時間）
・地震について調べてみよう
 児童が今までに体験した地震でどのように感じた
か。また、家族の人に大きな地震（阪神淡路大震災
など）を経験してどのように感じたか聞き取り調査
をして発表する。
・地震について知ろう
 地震を経験した児童は多くないと思われるので、
防災センター等に訪れ、地震を経験する。その際に
揺れが起きたときに、どのようなことに注意すれば
良いか考えてみる。また、地震のメカニズムについ
ても資料や動画を用いながら学習し、津波の発生な
どの二次災害についても知る。
・私たちに迫りくる地震

テレビやここまでの学習でも出てきた南海地震に
ついて、なぜ恐れられているか考える。
・夏休みの宿題 過去の南海地震について調べよう

2.私たちにできる防災（32時間）
・減災について知ろう
 毎年、日本では災害が発生している。私たちが災害
から身を守るためにどのような仕組みがあるのかを調
べ、緊急地震速報やハザードマップなどの存在に気づ
き、使い方を学ぶ。
・防災を考えよう
 災害を防ぐために様々な仕組みを知ったが、自分た
ちもできる防災について考える。「稲むらの火」など
を取り扱い、地域での防災についても考える。
・地震に備えよう
 たくさんの防災について知り、考えてきたのでここ
からは実践を行う。実際に防災バックや避難所マップ
などを作成する。
・冬休みの宿題 家族で地震発生時を想定しよう

3.備えあれば怖くない！（18時間）
・発表しよう
 自分なりに、地震についてどのように備
えるか、今まで学んだことをまとめてクラ
スで発表する。
・クラスで地震から、身を守ろう

クラスの全員がどのような考えがあるか
知ったうえで、クラスで1つの「防災ブッ
ク」を作成し、地域の方々に配布、防災へ
の考えを共由する。

南海トラフ地震に備えて ～今、私たちにできること～

図 9　年間指導計画案③
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③大阪府熊取町に住む受講生の年間指導計画案 

 

 

 

４月 ５月 ６月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月 ３月７・８月 １２月

1.防災博士になろう！(25時間)
・こんな時、どうする？～もしも地震が起こったら
～
・南海トラフ地震ってどんな地震？
・南海トラフ地震が起こったら、熊取町はどうなる
の？
～熊取町防災マップを読んでみよう～①
・体験しよう
  (1)震度6弱ってどんな揺れ？

(2)液状化現象って何？～ペットボトルの実験装置
を作ろう～②
・原発事故について知ろう

(1)東日本大震災での原子力発電所の事故を知ろう
 (2)京都大学原子炉実験所の方に聞いてみよう

2.熊取町の防災対策は大丈夫？(25時間)
・熊取町の防災対策、本当にこれで安心？～防災マッ
プから気付いたことを話し合おう～
・地図から考えよう

(1)もし津波が来たら(等高線から読み取ろう)～本当
に被害は無いの？～

(2)もし原子炉実験所で事故が起こったら～どこに
避難すれば安心？～
・こんなところに発見！熊取町の防災対策

(1)学校の防災対策を調べよう
(2)熊取町役場の防災対策を調べよう

3.1年生にも使いやすい防災マップ
を作ろう(20時間)
・これまでに学習したことをまとめよう
・どんな情報が必要かな
・どのように書けば1年生がわかりやすい
かな
・たてわりグループで発表しよう
・防災マップを使ってもらおう～熊取町役
場の方や、地域の方に発表しよう～

南海トラフ地震に備えて ～今、私たちにできること～

1.地震とは？南海トラフについて知ろう(全
25時間)
・地震の恐ろしさを知ろう(東日本大震災を取りあげ
ながら)
・南海トラフとはどんな地震なのかを知ろう。
・今、私たちにできることを考えてみよう
・海南市の現状・課題を知ろう
・防災に携わる人の話を聞こう
・自分ができることを振り返り、発表しよう

2.地震発生時、するべきことを考えう。(全27
時間)
・地震が起きた時、自身がいる場所によってどのよう
に行動すべきなのかを考えてみよう(例 学校にいる
とき、家にいるとき、外で遊んでいる時)
・自身がよくいる、よく行く場所で地震が発生した場
合の避難場所、避難経路を知ろう
・学校で行われる防災訓練に向けて、防災バックを作
成してみよう
・学んだこと(避難場所や防災バックの必要性)を家族
の方に伝え。共有しよう

3．防災新聞をつくろう(全18時間)
・今まで学んだことを振り返り、地震への
防災で必要なことは何なのかを考え、まと
めてみよう
・グループごとにそれぞれの学年に向けた
防災新聞をつくってみよう
・活動を振り返り、今後どうすべきかをま
とめよう

南海トラフ地震に備えて ～今、私たちにできること～

４月 ５月 ６月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月 ３月７・８月 １２月

1.地震について知ろう（20時間）
・地震について調べてみよう
 児童が今までに体験した地震でどのように感じた
か。また、家族の人に大きな地震（阪神淡路大震災
など）を経験してどのように感じたか聞き取り調査
をして発表する。
・地震について知ろう
 地震を経験した児童は多くないと思われるので、
防災センター等に訪れ、地震を経験する。その際に
揺れが起きたときに、どのようなことに注意すれば
良いか考えてみる。また、地震のメカニズムについ
ても資料や動画を用いながら学習し、津波の発生な
どの二次災害についても知る。
・私たちに迫りくる地震

テレビやここまでの学習でも出てきた南海地震に
ついて、なぜ恐れられているか考える。
・夏休みの宿題 過去の南海地震について調べよう

2.私たちにできる防災（32時間）
・減災について知ろう
 毎年、日本では災害が発生している。私たちが災害
から身を守るためにどのような仕組みがあるのかを調
べ、緊急地震速報やハザードマップなどの存在に気づ
き、使い方を学ぶ。
・防災を考えよう
 災害を防ぐために様々な仕組みを知ったが、自分た
ちもできる防災について考える。「稲むらの火」など
を取り扱い、地域での防災についても考える。
・地震に備えよう
 たくさんの防災について知り、考えてきたのでここ
からは実践を行う。実際に防災バックや避難所マップ
などを作成する。
・冬休みの宿題 家族で地震発生時を想定しよう

3.備えあれば怖くない！（18時間）
・発表しよう
 自分なりに、地震についてどのように備
えるか、今まで学んだことをまとめてクラ
スで発表する。
・クラスで地震から、身を守ろう

クラスの全員がどのような考えがあるか
知ったうえで、クラスで1つの「防災ブッ
ク」を作成し、地域の方々に配布、防災へ
の考えを共由する。

南海トラフ地震に備えて ～今、私たちにできること～

図 10　年間指導計画案④
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③大阪府熊取町に住む受講生の年間指導計画案 

 

 

 

４月 ５月 ６月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月 ３月７・８月 １２月

1.防災博士になろう！(25時間)
・こんな時、どうする？～もしも地震が起こったら
～
・南海トラフ地震ってどんな地震？
・南海トラフ地震が起こったら、熊取町はどうなる
の？
～熊取町防災マップを読んでみよう～①
・体験しよう
  (1)震度6弱ってどんな揺れ？

(2)液状化現象って何？～ペットボトルの実験装置
を作ろう～②
・原発事故について知ろう

(1)東日本大震災での原子力発電所の事故を知ろう
 (2)京都大学原子炉実験所の方に聞いてみよう

2.熊取町の防災対策は大丈夫？(25時間)
・熊取町の防災対策、本当にこれで安心？～防災マッ
プから気付いたことを話し合おう～
・地図から考えよう

(1)もし津波が来たら(等高線から読み取ろう)～本当
に被害は無いの？～

(2)もし原子炉実験所で事故が起こったら～どこに
避難すれば安心？～
・こんなところに発見！熊取町の防災対策

(1)学校の防災対策を調べよう
(2)熊取町役場の防災対策を調べよう

3.1年生にも使いやすい防災マップ
を作ろう(20時間)
・これまでに学習したことをまとめよう
・どんな情報が必要かな
・どのように書けば1年生がわかりやすい
かな
・たてわりグループで発表しよう
・防災マップを使ってもらおう～熊取町役
場の方や、地域の方に発表しよう～

南海トラフ地震に備えて ～今、私たちにできること～

1.地震とは？南海トラフについて知ろう(全
25時間)
・地震の恐ろしさを知ろう(東日本大震災を取りあげ
ながら)
・南海トラフとはどんな地震なのかを知ろう。
・今、私たちにできることを考えてみよう
・海南市の現状・課題を知ろう
・防災に携わる人の話を聞こう
・自分ができることを振り返り、発表しよう

2.地震発生時、するべきことを考えう。(全27
時間)
・地震が起きた時、自身がいる場所によってどのよう
に行動すべきなのかを考えてみよう(例 学校にいる
とき、家にいるとき、外で遊んでいる時)
・自身がよくいる、よく行く場所で地震が発生した場
合の避難場所、避難経路を知ろう
・学校で行われる防災訓練に向けて、防災バックを作
成してみよう
・学んだこと(避難場所や防災バックの必要性)を家族
の方に伝え。共有しよう

3．防災新聞をつくろう(全18時間)
・今まで学んだことを振り返り、地震への
防災で必要なことは何なのかを考え、まと
めてみよう
・グループごとにそれぞれの学年に向けた
防災新聞をつくってみよう
・活動を振り返り、今後どうすべきかをま
とめよう

南海トラフ地震に備えて ～今、私たちにできること～

４月 ５月 ６月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月 ３月７・８月 １２月

1.地震について知ろう（20時間）
・地震について調べてみよう
 児童が今までに体験した地震でどのように感じた
か。また、家族の人に大きな地震（阪神淡路大震災
など）を経験してどのように感じたか聞き取り調査
をして発表する。
・地震について知ろう
 地震を経験した児童は多くないと思われるので、
防災センター等に訪れ、地震を経験する。その際に
揺れが起きたときに、どのようなことに注意すれば
良いか考えてみる。また、地震のメカニズムについ
ても資料や動画を用いながら学習し、津波の発生な
どの二次災害についても知る。
・私たちに迫りくる地震

テレビやここまでの学習でも出てきた南海地震に
ついて、なぜ恐れられているか考える。
・夏休みの宿題 過去の南海地震について調べよう

2.私たちにできる防災（32時間）
・減災について知ろう
 毎年、日本では災害が発生している。私たちが災害
から身を守るためにどのような仕組みがあるのかを調
べ、緊急地震速報やハザードマップなどの存在に気づ
き、使い方を学ぶ。
・防災を考えよう
 災害を防ぐために様々な仕組みを知ったが、自分た
ちもできる防災について考える。「稲むらの火」など
を取り扱い、地域での防災についても考える。
・地震に備えよう
 たくさんの防災について知り、考えてきたのでここ
からは実践を行う。実際に防災バックや避難所マップ
などを作成する。
・冬休みの宿題 家族で地震発生時を想定しよう

3.備えあれば怖くない！（18時間）
・発表しよう
 自分なりに、地震についてどのように備
えるか、今まで学んだことをまとめてクラ
スで発表する。
・クラスで地震から、身を守ろう

クラスの全員がどのような考えがあるか
知ったうえで、クラスで1つの「防災ブッ
ク」を作成し、地域の方々に配布、防災へ
の考えを共由する。

南海トラフ地震に備えて ～今、私たちにできること～

図 11　年間指導計画案⑤



教職新科目「総合的な学習の時間の指導法」の実践（2）
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としての新聞づくり体験であろう。とくに小学校の場
合、「まとめ・表現」の手立てとして、新聞づくりの活
動はよく取り入れられ、児童の発達段階からも効果的
な学習活動である。本授業でも、受講生に実際に新聞
づくりを体験させたかったが、時間的制約もあり今回
はあえて取り上げなかった。代わりに受講生に体験さ
せたのは、「情報収集」としての新聞活用の実践である。

本授業で受講生用のワークシートとして使用したの
は、（一般社団法人）日本新聞協会主催で毎年行われて
いる「いっしょに読もう！新聞コンクール」で使用さ
れている応募用紙である。同コンクールは、小学生か
ら高校生までを対象としたもので、“NIE 教育に新聞
を”のホームページによると、「家族や友だちといっ
しょに記事を読み、感想・意見などを書いて記事とと
もに応募するこのコンクールは、思考力・判断力・表
現力を重視する学習指導要領の理念も念頭に置いた企
画です。自分一人の感想・意見の表明だけではなく、
周囲の人の意見も聞いて、より深く考える機会を提供
することをねらいとしています。」と紹介されている。
このコンクールに参加するために行う学習、すなわち、
記事を選んだり、要約したり、記事についての意見交
換をしたり、自分の思いを書いたりする活動は、「話す
力」「聞く力」「書く力」「読む力」といった小学校の子
どもたちに必要な言語能力（「ことばの力」と言い換え
てもいい）を育成することにつながるはずだ。実は、
筆者が以前勤務していた小学校でも、毎年 3 年生以上
の全学級でこのコンクールに挑戦していた。

学年や学級によってどの授業でこのコンクール参加
を扱うかは様々だった（とくに指定はしなかった）が、
新聞をより身近に感じるようになり、記事を読むこと
やその内容を読み取るといったよい練習機会となって
いた。（図 12）

とくに総合の一環として行っている学級では、課題
設定の一つの方法として活用していたり、課題解決の
ための情報収集の一手段として行っていたりした。

今回 3 時間目は、このコンクールへの参加校の取組

紹介をし、その後、実際に以下の手順で受講生にワー
クシート作成の作業を行わせた。

※�新聞は一般紙や地方紙を問わないが、必ず自分で
調達する。

　�（作業手順；①，②は事前に家で行わせている。）
①　新聞を読む。
②　�気に入った（必要な）記事を決め、切り抜く。
③　�記事を読んで考えたことをワークシートに書き

込む。（150 ～ 200 字）
④　�家族や友だちに意見を聞き、その意見をワーク

シートに書き込む。（150 字以内）。
⑤　�記事について話し合い、自身の意見や提案・提

言をワークシートに書き込む。（300 ～ 400 字）

小学校現場では、おおむねこれらの内容を 1 校時（45
分）で行っているため、大学生である彼らには「30 分
程度の作業時間」と考えていたが、予想に反して時間
がかかった。とくに上記作業③（新聞記事の要約とそ
の感想）や作業⑤（意見や提案・提言）などは、かな
り時間を必要とした。もちろん、授業の終末に本時の
課題として取り組ませたので、慎重に取り組んでいた
こともあるが、新聞記事の内容を読み取ることが「不
慣れ」であるように感じた。ちなみに、この日授業に
出席していた受講生 74 名のうち、普段「新聞のある環
境にいる」と答えた者は半数以下の約 25 名（約 34%）

図 12　「いっしょに読もう！新聞コンクール」 
実践校の様子

図 13　上記④　記事について友だちの意見を聞く

図 14　上記⑤　意見や提案・提言を書き込む
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であった。これは筆者の勤務していた小学校で以前
とった児童へのアンケート結果（下図 15）にも類似し
ている。

今、子どもたち（大学生も含む）に求められている
のは、地域や社会の中で課題を見つけ、その解決のた
めに行動する力、また、身の回りにあるたくさんの情
報の中から正しいものを選び読み解いていく力である
と考える。だからこそ、探究活動をメインとする総合
の授業で、新聞のような活字媒体を活用することが重
要であり、「情報収集」や「まとめ・発信」の一手段と
して、新聞記事の活用の仕方を受講生に学ばせること
は意義深いと考える。この授業で受講生が選んだ新聞
記事の見出しは以下のようなものであった。（図 16）

新聞は、あらゆる分野の情報が網羅された信頼性の
高いメディアである。子どもたちの学習課題となり得
る情報も多く扱っている。今回の授業日が 6 月末

（2021.06.25）であったため、多くの受講生が興味をもっ
たのは、新型コロナ関連記事（20）やオリンピック・
パラリンピック関連記事（6）、夫婦同姓裁判記事（6）
等であった。逆に言えば、新聞を広げること、記事に
興味をもつことで学習課題が見つかる場合もあるとい
うことでもある。今回の授業を通して、受講生も今ま
であまり身近に感じていなかった情報メディアとして
の新聞を再認識し、自身が指導者になって現場に出た
とき、探究活動や言語能力育成のアイテムとして新聞
を使えるようになってくれればと願っている。

３.  成果についての振り返り

受講生にとっては、初めて大学で学ぶ総合の授業で
ある。総合指導法で「何を」「どのように」学ぶか（学
び取らせるか）ももちろん大切であるが、まもなく、
学校現場で実際に総合の授業を担当する受講生にとっ
て、学んだことを実際の授業で「どう使えるか」「どの
ように生かせるか」が最大なポイントである。そこで、
以下の点で本研究の成果について述べる。
①　受講生の体験を教材化したことの効果について

受講生自身の総合学習の体験を授業導入部（1 時；
入門編）で扱ったり、探究的な学習の過程（探究のプ
ロセス）を考える場面で自身の体験を省察したりする
ことで、受講生は実感をもって総合の学び方・学ばせ
方について考えることができたと考える。これは、書
籍やネット上で紹介されている総合実践の紹介、ある
いは、優れた総合実践の授業ビデオの視聴などの導入
よりも効果的であった。これら教材化した受講生の体
験は、第 2 時で扱った「年間指導計画づくり」や第 3
時で扱った「言語能力育成の視点」の時間でも繰り返
し取り上げるようにした。こうすることで、常に自身
の体験に戻ることができ、よりよい総合の学習の授業
づくりについて具体的にイメージすることができてい
た。

【受講生の意見】
◦�課題や体験などについて他の人の意見も聞きたいの

で、今週のようにいくつか意見を紹介して下さると、
とても有難いです。

◦�他の人の体験を聞くと、「地域」や「地域に住む人」
が総合のキーワードになると思う。

◦�先生になって総合の授業をするときのよい参考に
なった。

◦�（他の人の体験が載った資料は） 見やすくてわかり
やすかったです。

◦�学生の体験が講義の中心になっているところが良
かった。

3年1組 3年2組 4年1組 4年2組 5年1組 5年2組 6年1組
購読家庭 37% 40% 32% 27% 38% 42% 40%
未購読家庭 63% 60% 68% 73% 62% 58% 60%
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学級別 家庭での新聞購読率
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図 15　A 小学校における新聞購読率に関する調査

新聞記事「見出し」 新聞記事「見出し」
1 小分け総菜 コンビニ強化 38 ミャンマー日常向かう
2 アウディ前車EVに 39 ワクチン加速 需要過多
3 夫婦同姓 再び合憲 40 家より集中「先生」は大学生
4 ドイツ「温室ガス45年ゼロ」 41 メトロ延伸費40億円増 万博会場に直結
5 学校摂取「強制」を回避 42 ネット中傷の救済強化
6 ウガンダ選手団 2人目陽性 43 温暖化で巨大ヘビ出現か
7 駅バリアフリー運賃値上げ 44 堺での事前合宿中止
8 職域接種17大学でも 45 コロナ「東京増加傾向に」
9 夫婦同姓強制再び合憲 46 介護で楽しい 元球児の夢

10 精神障害で労災最多 原因はパワハラ 47 改正国民投票法 成立
11 双子監禁 児相の対応検証へ 48 不妊予防へ 健診見直し
12 「酒ようやく出る」重点項目初日 49 最低賃金引き上げに目標額
13 台湾へワクチン米250万回分提供 50 40年超原発 初の再稼働
14 「観客あり」で決着 51 五輪チケット再抽選 91万枚が払い戻しに
15 大学地元小中教職員にも 52 コロナ世界一
16 「脱炭素を」株主提案次々 53 「秘境」でコーヒーを
17 職場・大学接種本格派 54 職域接種17大学でも
18 夫婦別姓23日憲法判断 55 「週休3日」じわり
19 夫婦同姓最高裁再び合憲 56 身体能力低下時が7割 高齢者の運転免許返納
20 コロナ 教員免許更新に影 57 古着で個性 若者増加
21 リチウム電池正しい分別を 58 食品ロス減へ ローソン実験
22 許されぬ香港の言論封殺 59 オンラインで実験に取り組む
23 酒「夜7時まで」条件付き 60 パワハラ防止 大企業あすから義務化
24 夫婦同姓 再び合憲 61 観光業「蘇り」へ一斉開始
25 接種加速 リバウンド抑止 62 コオロギ「死んだふり」のナゾ
26 スエズ座礁賠償交渉難航 63 田んぼ再生 生態学者の挑戦
27 景気00日分短く 判決言い渡す 64 洋菓子店 融資 1千万円底見える
28 子ども未受診 増加傾向 コロナで肥満 視力低下も 65 復興と伴走どこへ
29 4県への外出自粛解除 66 居場所のない大学生もつながった
30 消えぬ旧姓使用の壁 67 五輪観客 上限1万人
31 ウガンダ選手団 新たに1人陽性 68 カジノ業界の現状解説
32 遺族むなしい気持ち 池袋暴走事故 69 小説に描かれた食堂車
33 学校安全 誓い新た 池田小事件20年 70 ガソリン高値 2年7ヶ月ぶり
34 ヘディング禁止せず 71 18,19歳厳罰化同世代の賛成多数
35 米社会と差別 克服への努力を粘り強く 72 FB情報盗難 崩れる信頼
36 最低賃金 地域活性化のカギ 73 2950年 温室ガス排出ゼロへ
37 五輪観客 上限1万人 74 「障害」→「障碍」その人らしく

図 16　受講生が取り上げた新聞記事の見出し一覧
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②�　総合体験が乏しい（と回答した）受講生の本授業
への関わり方について
本研究では、小・中学校時代の総合体験が十分でな

かったと回答した 16 名の受講生（全受講生 170 名）の
授業への関わり方についても注視していた。結論から
言えば、この 16 名は他の受講者にも増して意欲的に授
業に参加し、レポート等優れた課題を仕上げることが
できていた。もちろん、本人のやる気もあるのだが、
十分な体験していない分、「子どもたちに体験させたい
総合」を自分なりに考えているようでもあった。

【受講生の意見】
◦�職場体験や修学旅行の事前指導ぐらいしか記憶にな

い総合の時間であったが、この講義を受けて「探究」
学習の大切さがわかった。

◦�防災をテーマにした「年間指導計画」づくりは難し
かったけど、総合学習をつくっていく上で大変参考
になった。住む地域によって計画案のつくり方が大
きく変わることもわかった。

③　コロナ禍の授業スタイルについて
新型コロナの感染状況に伴って、対面学習とオンデ

マンドによる講義を組み合わせて行ったが、総合の指
導法を学ぶには、やはり受講者自身にも総合の授業を
体験させたいと考える。オンデマンド教材では、こち
らの思いや意図を受講者に十分に伝えることが難し
い。実際、3.3. で扱った「いっしょに読もう！新聞コ
ンクール」の課題などは、受講者前半グループ（約 90
名）はオンデマンド実施だったため実施することが難
しく別課題での対応となった。授業の約半分で行った
対面学習については、受講者から以下の意見が寄せら
れている。

【受講生の意見】
◦�教室の広さが気になった。私たちのグループが使っ

た教室は受講した人数の割に狭かったように思う。
◦�グループワークは非常によかった。が、コロナ感染

のことも常に頭にあった。

4.  まとめ

弘前大学（2021）は、アクティブラーニングの実施
状況をふまえた「総合的な学習の時間の指導法」の開
発の第 2 分冊で、「指導法の課題」とて、学習者である
学生たちの総合の先行経験の乏しさや体験した内容の

ばらつきを挙げている。これは本稿で示してきたとお
り本学の受講生にも同じことがあてはまる。しかし、
今回のように、常に自身の体験に戻ること（出し合っ
たり、見直したり、改善したりすること）で、受講生
自身が探究的な学びの在り方について深く考え、より
よい総合学習の授業づくりを考えていくようになるこ
とがわかった。とくに全 15 講から構成される総合「指
導法」のカリキュラムを、初等教育（小学校）→中等
教育（中学校）と発達段階に応じて考えさせる場合、
導入部になる小学校の「指導法」では、自身の先行経
験に立ち返らせることが大切であるのではないだろう
か。一方、次のような課題（難しさ）も明らかになっ
た。1 つは授業の準備時間が非常に短かったことであ
る。受講者 170 名の体験を事前に把握し、それを教材
化するには相当な時間を要した。今回は第 1 講（オン
デマンド）の課題としてアンケートを実施し、その結
果を 1 週間後に行われた第 2 講の授業で使用した。次
年度はこの調査をもう少し早く実施し（例えば学年は
じめのアンケート実施）、受講者のどの体験をどの授業
でどう生かしていくか等、十分に計画しておく必要が
ある。2 つ目は、コロナ禍における大人数での授業形
態の問題である。座席配置や換気等、密を避ける配慮
のもとでの対面授業を行ったが、学年全体が対象の授
業であるため、使用教室、グルーピングの仕方等、さ
らに工夫を重ねる必要がある。
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